
































	 4	 調査は、平成 20年度は佐渡市教育委員会が実施し、平成 21年度以降は佐渡市が実施した。
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より「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」（以下準備会、平成 16 年 3 月市町村合併まで）が発足した。準備会は
分野ごとに調査部会が設けられ、旧市町村と協力して各種の調査を進めてきた。準備会及び関連市町村の
これまでの調査成果については、平成 14 年度に旧相川町教育委員会の『佐渡金銀山 相川町鉱山間歩分布
調査・寺社調査報告書』、平成 16 年度には佐渡市教育委員会の『佐渡金銀山 相川地区石造物分布調査報
告書』が刊行されて、佐渡島内に所在する主要な石切場跡の分布図が掲載された。この間、行政組織の改
編として、平成 15 年度に旧相川町町長部局に佐渡金銀山課が設置されている。
　平成 16 年 3 月には市町村合併が行われて新たに佐渡市が誕生し、準備会及び旧相川町佐渡金銀山課、
相川町教育委員会の調査を引き継ぐ形で、佐渡市教育委員会生涯学習課に佐渡金銀山室が設置された。平
成 18 年度に組織改編により文化行政を主な用務とする文化振興課として独立し、平成 19 年度には課名



















海岸石切場跡の調査計画を立案し、平成 21 年度から平成 22 年度にかけて、分布調査・地形
測量を実施することとなった。
2　調 査 経 過













あり、平成 21 年 9 月 4 日に株式会社オリスに業務委託して地形測量を実施した。測量にはセスナ及びラ
ジコンヘリを使用したデジタルカメラからの撮影情報より三次元写真計測を行う手法を用いた。撮影によ
って得た画像データを解析することによって、縮尺 500 分の 1 の地形図を作成した。また、調査地が見
学に適さない地形であるため、視覚的に資料を公開したいと考え、計測用の三次元データを加工して、よ
り立体的な資料として復元情報を作成した。










調 査 期 間 平成 20 年 10 月 1 日






調 査 期 間 平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 19 日






調 査 期 間 平成 22 年 6 月 10 日～平成 22 年 6 月 11 日











り 32km 西の日本海上に位置し、面積は約 855.27km2、周囲の海岸線は 280.4km を測り、山林と雑種地
が島面積の 80％以上を占めている〔第1図〕。地勢は、大まかに山地、海岸段丘及び低地・台地を含む平
野から成り、地形要素の複合という点では本州とほぼ同一の性質を持つことが特徴である［式 1964］。島
中央には国中平野が広がり、北に大佐渡山脈、南に小佐渡山地が並行する形でそれぞれ長軸を NE － SW
方向に延ばしている。大佐渡山脈は、標高 1,172m の金北山をはじめとする 1,000m 近い比較的高い山並
みが連続し、小佐渡山地は、標高 645m の大地山をはじめとする比較的低い山並みが連続する。






































金 北 山 層
























































































































































































































































































































を境とする南北 2 ヵ所にあり、南側の石切場跡は、南北約 60m、東西約 100m の範囲に、北側の石切場






































天和 2 年『佐渡国略記』 天和 2 年『佐渡年代記』 天明 4 年「播磨家文書」






権四郎2 桐木沢 桐木澤 桐ノ木澤














7 当ノ下 当の外※１ とうげノ下














12 小中さハ※１ 小中さひ※１ 小中さい※１




15 登り石※ 3 ― ―




























24 かきハ色 かきは立※１ 柿ヶいろ
25 ― ― 嘉右衛門丁場
又左衛門
26 ― ― 北之岩
　 凡例 ― 史料記載なし
  （人名） 所有者廃業
※ 1：No.3「春立」丁場の事例のように、史料によって丁場名称が細かく変化しており、誤記の可能性がある。
※ 2：天明４年の史料〔史料 21〕では、与右衛門となっている。
※ 3：天明４年の史料では、登り石・白丁場の名称がなく、嘉右衛門丁場・北之岩が出ているため、前述の 2 ヵ所に該当する可能性がある。
※ 4：「すり磨」の誤記ヵ




った様子が史料類から判明している。天和 2 年（1682）に 24 ヵ所の丁場・10 人の石工が採石を行って
いた石切場は〔史料六・七、第 2表〕、約 100 年後の天明 3 年（1785）には、丁場数は 24 ヵ所と変わら








































































































11 北片辺城跡 室・戦 村殿生浦氏の城
12 坪石館 室
13 鹿野浦城跡 室
14 南片辺平城跡 戦 村殿平城氏の館
15 鹿野浦鉛山跡 江～近代 鉛鉱山
16 戸中鉛山跡 江～近代 鉛鉱山
17 戸地鉱山跡 江 銀鉱山
18 ダッタン塚 不明
19 旧佐渡鉱山近代遺跡（戸地地区） 大正～昭和 国史跡、佐渡鉱山 戸地第二発電所
20 佐渡奉行所跡 江戸 国史跡























第 5図　主な石切場分布図（「鷲崎」「相川」「河原田」［国土地理院 2007］ 1：5,000 を改変）
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第Ⅲ章　調査の概要














て明示されており［森岡・坂田 編 2005］、今回の調査では、平成 19 年度に実施した吹上海岸石切場跡の
調査に引続き、これに準拠する形で記録化を行っている。このため、矢穴各部の呼称を次の通りとした。
対象岩正面を正面として、開口部を「矢穴口」と呼ぶ、矩形を成す矢穴口の大きさ計測では、長辺を a、
短辺を b として示し、矢穴口から矢穴底までの深さはｃとする。矢穴口は長辺を a'、短辺を b' とし、矢




て法量や断面形状から A・B・C の 3 タイプが設定され、その中でも大型で断面形状が逆台形である A
タイプが元和～寛永期特有のものであり、徳川大坂城築城期に伴う矢穴であることが明らかにされている。
B タイプは、矢穴開口部の法量が A・C タイプの中間にあたり、形状は A タイプに類似するが、矩形を
成すものが多い。C タイプは近世中頃以降、現代まで見られる小型の矢穴で、形状は A タイプに相似す
るものや矢穴口と矢穴底の寸法が同じ形態のものなどがある［藤川 1972・1979、森岡・坂田 編 2005］。そ
の後、森岡秀人氏が小型の矢穴である C タイプのうち、より小型のもの（3cm 未満）や円錐状を呈するも
の、機械による矢穴跡を明確に近現代に下る矢穴であると判断して、D タイプとして分類している［藤川
1972・1979、森岡・坂田 編 2005］〔第 7図〕。
　本遺跡の場合、複数の矢穴を持つ矢穴列の中に、長辺の法量にばらつきを持つものが多数見られたた
め、矢穴口長辺の平均値を判断基準としたうえで、15cm 以上の長辺を持つ矢穴を含むものを A1 タイプ、



























第 6図　山取り法による石切り工程模式図（［島根県教育委員会 編 1997］を改変）
第 8図　矢穴各部の名称と法量測定基準（［森岡・坂田 編 2005］を改変）
第 7図　矢穴の基本型式分類模式図（［森岡・坂田 編 2005］を改変）
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　平成 21 年度の詳細分布調査によって確認された遺構は、矢穴・矢穴痕 105 ヵ所、採石域は 14 ヵ所で
ある。吹上海岸石切場跡でみられたようなノミ跡・刻印は確認できなかった。遺跡全体で見られた矢穴タ
イプの数量をみると、A1 タイプが 2 ヵ所、A2 タイプが 4 ヵ所、A3 タイプが 26 ヵ所、B タイプが 53 ヵ所、






A　採　石　域〔図版 2・7・17・18・20 ～ 23〕
　Ⅰ区は、戸中川左岸河口にある海岸段丘崖下の標高 0 ～ 15.5m の露岩・岩礁に立地し、石切場の南
端に位置する。河口付近や露岩の一部では岩塊の堆積が多く認められる。範囲は南北約 60m、東西約
100m を測る。
　Ⅰ区で確認された採石域は採石 1 ～ 6 の 6 ヵ所である。南側には急峻な段丘崖がせまり、海側の露岩・















ている〔図版 20〕。採石 1 東側及び採石 2 では、石材の切り出し痕のほか、矢穴・矢穴痕が集中しており、




B　矢穴・矢穴痕〔図版 2・7・20 ～ 22〕
　Ⅰ区で確認された矢穴・矢穴痕は、35 ヵ所である。
　タイプ別にみると、A1 タイプ2）2 ヵ所、A2 タイプ 4 ヵ所、A3 タイプ 22 ヵ所、B タイプ 5 ヵ所、不明 2 ヵ
所で、C・D タイプは確認できない。このうち、岩塊に A3 タイプの矢穴・矢穴痕を伴うものが 2 ヵ所み
られる。
　遺構は、採石 1 に多くみられるほか、波打ち際にある採石 2（遺構 1 ～ 9〔図版 20・21〕）や沖の岩礁






辺最大 10cm、最小 3.5cm、深さは最大で 20cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 13cm、最小 5cm、矢
穴底短辺は最大 12cm、最小 0.5cm である。主体となるのは、断面形状が台形である A タイプで、この
うち A3 タイプがⅠ区全体の約 62.9％を占めており、次いで B タイプが 14.3％を占めている。
　採石 1 内に堆積する岩塊の中には、遺構 22 のように矢穴・矢穴痕を伴うものが見られるが〔図版








　確認された矢穴・矢穴痕は D タイプ 1 ヵ所のみで、削岩機で採掘した際に残された削岩機痕である〔図
版 23〕。区域内では他に遺構が確認できなかったため、道路工事に伴い現道付近にあった岩盤を掘り取る











範囲は南北約 120m、東西約 30m を測る。




タイプ別にみると、A3 タイプ 1 ヵ所、B タイプ 9 ヵ所、B タイプか C タイプの不明なものが 1 ヵ所、C
タイプが 2 ヵ所である。このうち、岩塊に C タイプの矢穴を伴うものが 2 ヵ所みられた。確認できた遺
構の法量をみると、矢穴口長辺は最大 10cm、最小 3cm、矢穴口短辺は最大 5cm、最小 3cm、深さは最
大で 12cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 8cm、最小 1cm、矢穴底短辺は最大 3cm、最小 1cm である。
主体となるのは B タイプで、Ⅲ区全体の約 69.2％を占めている。






は南北約 50m、東西約 40m を測る。
　確認された採石域は、海岸線の小規模な露岩に立地する採石 11 の 1 ヵ所のみであり、Ⅳ区で確認され
た矢穴が集中している。
B　矢穴・矢穴痕〔図版 4・11・26 ～ 28〕
　確認された矢穴・矢穴痕の総数は 5 ヵ所である。
タイプ別にみると、B タイプが 3 ヵ所、B タイプか C タイプの不明なものが 1 ヵ所、C タイプが 1 ヵ所
である。確認できた遺構の法量を見ると、矢穴口長辺は最大 9cm、最小 5cm、矢穴口短辺は最大 6cm、




最小 1cm である。主体となるのは B タイプで、Ⅳ区全体の 60％を占めている。もっとも規模が大きい





境界となる標高 10.4m の岩壁がある。海岸には露岩・岩礁が点在するほか、0.5 ～ 1m 前後の岩塊の堆
積が認められる。範囲は南北約 60m、東西約 50m を測る。










範囲は南北約 50m、東西約 50m を測る。




A　採　石　域〔図版 6・15・30 ～ 32〕
　Ⅶ区はⅥ区の北側の海岸線に立地し、南側にはⅥ区との境界となる 24.5m の岩壁がある。海岸には無
数の露岩・岩礁が点在するほか、0.5 ～ 1m 前後の岩塊の堆積が多く認められる。範囲は南北約 150m、
東西約 80m を測る。
　確認された採石域は 2 ヵ所である。採石域は、Ⅶ区の北側、比較的規模の大きい露岩に立地する採石




たようで、長距離におよぶ矢穴・矢穴痕が多く見られる〔図版 32〕。採石 15 は、矢穴・矢穴痕は認めら
れなかったが、露岩部分に石材の切り出し痕と推測される垂直な壁面と平滑な床面が認められた〔図版
31〕。
B　矢穴・矢穴痕〔図版 5・6・14・15・30 ～ 35〕
　確認された矢穴・矢穴痕の総数は 50 ヵ所である。
タイプ別にみると、A3 タイプ 3 ヵ所、B タイプ 35 ヵ所、C タイプ 8 ヵ所、不明 4 ヵ所である。このうち、
岩塊に B タイプの矢穴・矢穴痕を伴うものが 29 ヵ所、岩塊に C タイプの矢穴・矢穴痕を伴うものが 7 ヵ
所で見られ、Ⅶ区全体の 72％に及んでいる。
　確認できた遺構の法量を見ると、矢穴口長辺は最大 10cm、最小 4.5cm、矢穴口短辺は最大 7cm、最
小 2.5cm、深さは最大で 21cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 9cm、最小 3cm、矢穴底短辺は最大
4cm、最小 1cm で、数量的には矢穴口長辺が 6 ～ 9cm 前後の B タイプが 70％を占めており、次いで
C タイプが 16％を占めている。採石 14 では遺構 57 ～ 64・89・90 の矢穴・矢穴痕が集中しており、






　遺跡全体での矢穴のタイプ別比率を見た場合、A1タイプ：約 2％（2ヵ所）、A2 タイプ：約 4％（4ヵ所）、
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 2 遺跡は、海岸段丘下の海岸、標高０m ～ 10m の露岩・岩礁部に立地し、規模は約 142,000 ㎡を測る。
 3 遺跡は、相川金銀山へ多量の鉱山臼（下磨）を供給するために花崗岩質礫岩の石材が切り出された石
切場跡である。
 4 石切場は、史料によると元和～寛永年間に開かれたと伝えられ、以後、昭和 30 年代まで採石が行わ
れた。
 5 近世の石切場において切り出された石材は、船で下相川へ運搬されて、鉱山臼（下磨）に加工された。
 6 調査は、保存を目的とした遺跡の範囲確認のため、平成 20 年度から平成 22 年度にかけて実施した。
調査面積は約 10,000,000m2 である。
 7 調査の結果、石切場に係る矢穴・矢穴痕や石材の切り出し痕等の遺構が確認された。













1. The remains of Katabe - Kanoura Coast Quarry are at Tochu - Minamikatabe in Sado City. The present state of the 
area is an ordinary public coast, wilderness and others. 
2. The remains are located over the exposed rocks or reefs below the coastal terraces, 0 to 20m from the sea level, 
and the area is approximately 142,000m2. 
3. The sites were quarries where stone materials (granitoid conglomerate) were quarried to supply plenty of mine 
mortars (lower parts) to Aikawa gold and silver mines.
4. The sites were opened up between the Genna (1615 ~ 1624) and the Kanei (1624 ~ 1645) according to the 
historical sources. Then, quarrying continued until the third decades the Showa (1926 ~ 1986). 
5. In Edo Period stone materials from the sites were carried by river to Shimo-Aikawa where they were processed to 
be mine mortars (lower parts).
6. The sites were researched from 2008 to 2009 with a view to deciding the boundaries of the remains to conserve 
them. The researched area was 10,000,000m2.
7. The research showed that the sites had wedge quarry holes, traces of such holes and chisel marks, typical for 
quarry remains.  
8. The identified remains include quarrying spaces (14) where rocks were quarried, and wedge quarry holes and their 
traces (105). 
9. Observing distribution of remains, I can assume that they were pursing better quality for rocks, because wedge 
quarry holes and their traces can be found at various locations including exposed rocks along the coast line, steep 
cliffs and water’s edges. 
10. It is not possible to determine the exact number of wedge quarry holes and others due to weathering and wearing. 
However, the fact that larger wedge quarry holes including traces with the size of approximate 9 to 12cm tended to 
increase rapidly suggests quarry industry developed extensively from early to middle Edo Period as the demands for 
mine mortars at Aikawa gold and silver mines. 
11. Judging from the research results of site distribution and historical sources, I consider quarry began in Site I in 
early Edo Period (Genna); the quarry area extended to the north; then the center of quarry moved to the Site VII and 
the area around it in the middle of Edo Period. 
12. Lots of masses of rock with wedge quarry holes including traces were discovered in Site VII. Considering the 
discovered masses of rock were of secondary elaboration, I conclude they were doing rough dividing of rock at sites 




















及奉存候間、恐多ク奉存候得共、御免之儀奉願候処、段々御利解被仰聞奉恐入候、依之 御願申上候者、何卒諸向諸入用共、御公儀様之御手ヲ ためし被成下候ハヽ、難有可奉存候、左 御座 ハ 私共両人外石切五人御雇入被下、以上七人ニ而 石数［
（破損）
］
心見ニ割取見申度奉候、尤私共両人之義者 当時勝場之上磨下磨入立罷在候間、五日宛替〳〵ニ 隙被下候様、是又奉願上候、但、地山切取方 義 弥左衛門権四郎両人之丁場ニ而、 ツ宛御割取被下候様 奉願上候、右願之通被仰付被下候ハヽ、難有可奉存 以上
　文化十一戌年正月
石問屋下相川 　弥左衛門同 　権四郎忰 　石 　松名 　　 　主 　権四郎
　
金銀改出張



































































を渡て浜壱丁計にて南片辺也、戸中ゟ是迄海辺山岸迄浪打懸、往来出来不申 海中大岩過分有之由    「佐渡国雑志」 『佐渡相川の歴史』資料集四
 高千・外海府
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　　三ケ所 　　　　　字 　北之岩　　 　　　 水尻　　 　　 　　　松島　　 小以 五ケ所
是者、天和二年戌八月十六日、石屋九人仲間持分取極候連印之証文有之候
　　弐ケ所 字 矢はき　　 　　　 中ノ丁場
是者、享保十二年未十一月、先持源右衛門事、五郎右衛門後家やすゟ譲り請候証文有之
一、同五ケ所 　　　　　　　　　権四郎




　　弐ケ所 字 椿ケいろ　　 　　　　　　とうげノ下
是者、享保十二年末十二月、先持平三郎より譲り請候証文有之事
一、同四ケ所 　　　　　　　　　弥左衛門
　　　内　　弐ケ所 　　　　字 古ふね　　 　　　 ふなき
是者、天和二年戌八月十六日、石屋仲間九人持分取極候連印之証文有之
　　弐ケ所 　　　　　字 　小中さい　　 　　　 とっくり坂
是者、延享二年丑年二月、先持作兵衛より弥左衛門弥右衛門江譲り請候証文有
一、同八ケ所 　　　　石屋 　又左衛門
　　　　　　　 権四郎 三人仲間預り　　 弥左衛門
是者、天和二年戌年八月十六日 石屋仲間九人持分取極候連印之証文有之候処、当時商売相止候ニ付、石屋仲間江預り罷有候、追而 先持五人之者共商売致候節者、相返し候積り








同 　　　　　権四郎㊞同 　相手方 弥左衛門百 　姓 代 　徳左衛門㊞組 　　頭 　清左衛門㊞名 　　主 　又右衛門㊞
　　御 　奉 　行 　所
前書下相川村石切共、勝場下磨石丁場之儀、私共村方海辺ニ而、前々ゟ稼来り候ニ付、御尋ニ御座候処、字ケ所委細之儀者不奉存候得共、 右之者共申上候通 前々ゟ稼来り候儀、相違無御座 、海辺之儀ニ付、村方差障候儀無御座 、奥書印形仕差上申候、以上






















































　　　内 　　　　　　　　　　　又左衛門　　弐ケ所 　 うがすかけ　　 　　　 嘉右衛門丁場
















































































































　　 　　 高サ八寸　　壱本ニ付 代弐貫六百四拾文宛　　 　 幅 九寸 　
   土台スエ手間壱工ニ付








一、石垣石 　但、 　　 　　
但、指入壱尺五寸







































丁場譲り主 　作 　兵 　衛㊞親 　　　類 　徳 十 郎㊞
切スエ手間壱本ニ付壱工壱工ニ付百六拾文宛
石垣附手間壱工ニ付百六拾文宛










させ、大分之御運上御役銀も第一石磨にて仕り上ケ申候、石ヲ切申諸道具ハ、皆鉄にて仕り出し、大分之入用、人てまかかり申ニ付、先御代御山盛之時ハ 銀子ヲも御米鉄をも、御公方様ゟ御かし被成候故、石切大工も入こみ、町ゟ鍛冶も入こみ、万事自由ニ御座候処ニ、近年ハ 山も悪敷罷成候故、入用も かし不被成、其上、石うすの直段ハ下直ニ罷成、石切共弥々身上罷成候間 今度殿様 慈悲ヲ以テ、御役以下少し 用捨被成可被下候御事石切諸道具ハ皆鉄にて仕り立申ニ付、先年 山盛之時ハ、町鍛冶石切町へ入こみ、月々に鍛冶役 仕切申諸道具ヲ仕くれ とも、近年ハ石切町おとろへ














































































ぎ浦・大目合 　治郎右衛門 　○やはき・中丁場 源右衛門 　○すハ磨・かきハ色 吉○銀山立始買石入用根本下石慶長年中石切四兵衛、源右衛門、播州見影又越後国山ノ下墨岩寄村と申所より取寄、其後鎮目市左衛門様御支配之節両人願ニ付当国戸中村より片辺村之間江石切丁場見立、石舟五艘壱双宛上前ヲ取来リ候所、過分之由致難儀候段、慶安四卯年願ニ付相止 　石屋六蔵、本国播磨、四代以前












村の間タにおいて石切丁場を見立磨 切出し相川へ廻す石船五艘 付 壹艘宛は全く石切共 得分となしたる由之處慶安四卯年より相止今 おいては丁場猥りに成たる由に付銘々持場を極めこう森澤桐木澤墨立は與次右衛門たふねふなきい弥左衛門椿木道
村
当ヵ
の外甚吉かやのは平三郎すゝめ島丈六丁場 清右衛門徳利坂小中さひは作兵衛うさき浦大日合は治郎左衛門うかすかけ白丁場 又右 門やはき中丁場 源























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































採石 3（北西から） 遺構 1b 矢穴（北西から）
遺構 2a・2b 矢穴（南西から）
遺構 5 矢穴（北から）
採石 1 の採石痕（南東から） 採石 2（南から）
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遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
片辺・鹿野浦海岸
石切場跡
生産遺跡 近世
矢穴・切り
出し痕
土相川金銀山で大量に使用された鉱山臼
（下磨）用の石材の石切場跡。石材を切
り出した痕跡が残る。

